
地域包括ケアシステムにおける 
在宅医療・介護連携支援業務の推進 

宇陀市健康福祉部 医療介護あんしんセンター 

平成29年度 在宅医療・介護連携推進支援事業 

在宅医療・介護連携推進事業 プラン作成強化セミナー 



第6期介護保険料標準月額 

奈良県 ５，２３１円 

上位 天川村 ８，６８６円（全国１位） 

   黒滝村 ７，８００円（全国３位） 

   十津川村６，７５０円 

        ・・・ 

   宇陀市 ６，６００円 

下位 御杖村 ３，９００円 
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4．歩きたくなる 

  仕事が続けられ  

   る環境づくり 

１．病気の予防 

 と健康づくり 

 
３．介護予防と 

 生きがいづくり 

 

５．ともに支えあう 

  地域づくり 

 

６．地域包括ケアシステム 

    の構築 

 

「健幸都市“ウェルネスシティ宇陀市”構想」 
平成２６年３月策定 

2．子どもたち  
  の体力向上 

「健幸」をまちづくりの基本に据えた政策を連携しな
がら実行することにより健康長寿の市を実現する  

宇陀市地域包括ケアシステム全体構想 
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宇陀市立病院・ 
介護老人保健施設さんとぴあ榛原 

Googleマップ 
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在宅医療体制の課題を整理 
市内在宅医療、介護関係者のアンケート 

２４年度 

宇陀市地域医療連携に関する検討会 
＜メンバー＞在宅療養支援診療所・市立病院・辻村病院・訪問看護Ｓｔ 
・地域包括支援センター・保健センター・健康増進課 
県・・・医療政策部・地域包括ケア推進室・桜井保健所 

２５年度 

２６年度 •在宅医療連携拠点の設置に向けての準備 
・平成26年7月地域包括ケア推進担当職員3名異動 
・平成27年1月医療介護あんしんセンター準備室設置 
・在宅医療連携推進事業を開始 
 

宇陀市立病院 
公的医療機関としての役割の明確化 

宇陀市の在宅医療体制整備の取り組み 

２７年度 4月宇陀市医療介護あんしんセンター開設 
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（イ）在宅医療・介護連携の 
課題の抽出と対応策の検討 

◆地域の医療・介護関係者などが参画
する会議を開催し、在宅医療・介護連
携の現状を把握し、課題の抽出、対応
策を検討 
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退院支援 

日常の療養支援 
看取り 

急変時の対応 

在宅医療体制についての協議 

●入院医療機関と   
 在宅医療機関の 
 協働による 
退院支援の実施 

●多職種協働による 
 患者家族の生活を 
 支える医療の提 
●緩和ケアの提供 
●家族の支援 

●住み慣れた 
 自宅や介護施設  
 等、患者が望む  
 場所での看取り  
 の実施 

●在宅療養者の病状の 
 急変時における救急 
 往診体制及び入院病 
 床の確保 
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＜背景＞ 
●入院期間の短縮（診療報酬改定等） 
●家族機能の低下 
 
 
◎回復期のリハビリができず機能低下 

◎在宅医療や在宅介護（生活支援）につ
ながらなくて 混乱 
 

医療と介護の
連携 

病院と診療所
の連携 退院時カンファ

レンスの開催 

多職種で在宅医療体制の課題を検討 
～宇陀市地域医療連携に関する検討会～ 

平成２５年度の課題 
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東和医療圏域における退院調整マニュアル（退院状況調整実証事業H27～） 
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＜現状＞ 
●がんの末期 在宅療養者の増加 
●誤嚥性肺炎で入退院を繰り返す  
●家族の負担 
 
◎末期がん患者への連携した対応 
◎機能低下防止（日常のケアの連携） 
◎レスパイト入院 

在宅スタッフ
の不安 

多職種連携 

医薬品の確保 
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＜背景＞公立病院での救急対応５０％ 
●病院の医師数の半減 
●コンビニ受診の増加  
●在宅診療を実施する医師の不足 
 
市民啓発が必要 
◎かかりつけ医を持つこと等 
後方支援病院の役割 
◎在宅の療養者の緊急時の受入体制 
 

市民の意識 

病院と診療所
の連携 
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（ウ）切れ目のない在宅医療と介護の
提供体制の構築推進 

◆地域の医療機関の協力を得て、在宅
医療・介護サービスの提供体制を推進 

（エ）医療・介護関係者の 
        情報共有の支援 

◆医療・介護の情報共有の支援 
◆在宅での看取り、急変時の情報共有 
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「地域医療連携会議」在宅医療の推進 

（かかりつけ医の診療、往診、訪問診療） 

「認知症ケアパス検討会」 

地域医療連携会議 

宇陀市立病院 

中和保健所 

宇陀地区医師会 

訪問看護 
ケアマネ
ジャー 

  医療と介護のネットワーク会議 
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病診連携懇話会Ｈ２８．６ 
病院－医師会の連携 

クリニックから 
病院の検査が 

簡単に予約でき
たら～ 

在宅患者の急変
時に病院が受け
れてほしい 

地域先生方に信
頼していただけ
る体力ある病院
にしなければ 
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病院・診療所の連携の課題 

宇陀市立病院 

辻村病院 

開業医 
【医療連携が必要な分野】 
● 認知症（物忘れ外来・もの忘れ相談・ 
        認知症初期集中支援） 
● 慢性疾患（糖尿病等）の管理 
    ・合併症の管理 
    ・検査入院・治療についての連携 
● 在宅医療患者の連携 
    ・摂食障害、誤嚥性肺炎の管理 
    ・急変時の受け入れ 
    ・退院時の連絡 

    ・診療所間の連携（専門分野・在宅
医療） 
 

調剤薬局 

訪問看護ス
テーション 

ケアマネージャー・ 
介護関連事業所 

検
査
オ
ー
ダ
ー 

お
く
す
り
手
帳 

服
薬
管
理 

情報連携（ＩＣＴ） 



平成28年度地域医療・介護連携ICT導入推進業務  

病院 

医科診療所 

歯科診療所 

介護施設・ 
医療介護あんしんセンター 

調剤薬局 

訪問看護ステーション 

歯科医師 

ケアマネジャー 

相談員 

ヘルパー 

かかりつけ医 

看護師 

看護師 

薬剤師 

医師 
看護師 

地域連携室 

PT・OT 

説明の手間が 
減った 診療所と病院の間で 

情報が共有される 

検査の繰り返し
を避けられる 

医療と介護の間で途切
れる事なく診療を受け

ることが出来る 

突然の受診でも医療機
関に自身の状態を把握

しもらえる 

医科の服用薬がわ
かる 

歯科が関わっているという事
実を知らせることができる 

入院中の状況や専門医
のコメントがわかる 

患者の過去の診療
情報がわかる 

夜間救急でもかかりつ
け医の情報がわかる 

紹介・逆紹介時
の情報不足をカ
バーできる 

患者情報の収集
が楽になった 

薬の重複が 
無くなった 

正確な服薬情報
がわかる 

正確な受診履歴
がわかる 

医師に問い合わせなく
ても情報を把握できる 

正確な服薬情報
がわかる 

医師とのコミュニケー
ションが楽になった 

病名がわかるので正確な
服薬指導が可能になった 

施設をまたいで処方履
歴が把握できる 

治療の安全性が
向上する 

患者 

正確な服薬情報
がわかる 

宇陀地区地域医療・介護ＩＣＴ 
導入推進事業 
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市立病院 

薬剤師 

行政・あんしん 

訪問看護師 

ケアマネジャー 

在宅療養支援診療所医師 

地区医師会 

宇陀地区地域医療・ 
介護ＩＣＴ導入推進事業 
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（カ）医療・介護関係者の研修 

◆地域の医療・介護関係者がグループ
ワーク等を通じ、多職種連携の実際を
習得 

◆介護職を対象とした医療関連の研修
を開催等 
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医療・介護連携シンポジウ
ムＨ２８．１１ 
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研修会の企画・運営 
市民・専門職のニーズを考え

て 

宇陀在宅医療を推進する会メンバー 

在宅療養支援診療所 医師・看護師 
訪問看護ステーション 
介護支援専門員・施設 
医療介護あんしんセンター 
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ズレを起こさない、人にやさしい動作介助 ズレを起こさない、人にやさしい動作介助 
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（オ）在宅医療・介護連携に関する 
相談支援 
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医療介護あんしんセンターの職務 

権利擁護を 
守ること 

介護や 
健康のこと 

さまざまな 
相談事 

保健師等 社会福祉士 

主任ケアマネ 

在宅医療推進 

医療と介護の
多職種連携 

保健師 ４名 
看護師 ３名 

４名 

４名 

平成２９年６月現在（１４名体制） 資格再計 
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（キ）地域住民の普及啓発 

◆地域住民を対象にしたシンポジウム
などの開催 
◆パンフレット、ちらし、区報、HP等

を活用した、在宅医療・介護サービス
に関する普及啓発 

◆在宅での看取りについての講演会の
開催等 
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ケーブルテレビ放送
（H26．12） 
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自治会長 

民生委員 

食生活改善推進員 

行政 
ボランティア 

地域ケア会議 
～高齢者の暮らしを支える懇話会～ 

ケアマネジャー まちづくり協議会 

高齢者が 

くらしやす
いまちとは 

地区医師会 

宇陀市立病院 
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（ア）地域の医療・介護の資源の把握 

◆地域の医療機関の分布、医療機能  
 を把握し、リスト・マップ化 
 

◆必要に応じて、連携に有用な項目
（在宅医療の取り組み状況、医師の  
 相談可能な日時等)を調査 
 
◆結果を関係者間で共有 
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宇陀市ホームページに掲載 
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平成29年度の事業予定 
全体構想の柱 H29年度事業（新規） 

（１）介護が必要になっても在宅生活が 
   できるまち 

～医療介護の専門職が連携して支える～ 

・ICT導入 
・おくすり手帳の発行 

（２）認知症になっても安心して暮らせるまち ・行方不明あんしん登録制度 
・認知症カフェの検討 

（３）高齢者がいきいきと健康づくりと交流が  
   できるまち 

・いきいき百歳体操の推進 

（４）市民参画・協働で生活を支え合えるまち ・地域ケア会議のテーマ 
「生活支援」 

31 



医療介護あんしんセンター 
☎ ０７４５－８５－２５００ 
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